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産婦人科研修プログラム 

Ⅰ．研修について 

次世代を担う産婦人科医を育成するため、一般的な臨床能力を養成すると共に、自らが正確に判

断・対処・実行できる能力を身につけることを目指す。 

産科では、超音波診断に力を入れている。胎内環境を胎児や臍帯および母体の血流計測などで

判断・把握することで、より高度な周産期管理を行い、当院の特徴でもある血液疾患や甲状腺、糖尿

病、腎疾患等の合併妊娠も他科と緊密な連携をとり、最善のアドバイスを行いながら、安心・安全な

出産を目指している。 

婦人科では、薬物治療や内視鏡手術・開腹手術・腟式手術など、患者中心の最適な治療法を提

供することを心がけ、特に悪性疾患に対しては、学会が定めたガイドラインに準じて根治的治療から緩

和的治療まで、チーム医療を重要視しながら行っている。 

Ⅱ．研修の到達目標 

産婦人科の基本的知識と基本的手技を習得すること。 

１．婦人科腫瘍患者に対する基本的診療能力の習得 

２．妊娠、分娩に対する基本的診療能力の習得 

３．基本的な産婦人科疾患に対して適切な治療方針（保存的治療、手術的治療）が決定できる 

４．妊娠、分娩の管理ができる 

５．産婦人科の救急処置ができる 

Ⅲ．診療科情報（医師数・学会認定医・専門医・指導医） 

   こちらをご参照ください （当院ＨＰ診療科ページに移動します 

Ⅳ．施設認定  

   こちらをご参照ください （当院ＨＰ病院概要ページに移動します） 

Ⅴ．臨床研修指導医講習修了者数 

   2名 

Ⅵ． 1週間の研修例 

  

 月 火 水 木 金 

午前 外来診察 外来診察 外来診察 外来診察 外来診察 

午後 手術 

病棟業務 

病棟業務 手術 

病棟業務 

病棟業務 手術 

病棟業務 

その他 分娩があれば見学 分娩があれば見学 分娩があれば見学 小児科とカンファレ

ンス 

分娩があれば見学 

分娩があれば見学 
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